
「
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
」 

―
崔
先
生
と
懇
親
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二
〇
一
一
年 

新
春 

サ
ッ
カ
―
ア
ジ
ア
大
会
優
勝 

颯
爽
と
若
い
力
の
デ
ビ
ュ
ー
・
・
・
に 

接
し
さ
わ
や
か
な
幕
開
け
に
胸
が
た
た
か
れ
ま
し
た 

扠 

崔
先
生
は
安
重
根
没
後
一
〇
〇
年
忌
の
昨
年 

大
韓
民
国 

報
勲
拠 

遺
骨
発
堀
推
進
団 

資
料
委
員
長
と
し
て 

熱
く
御
活
躍 

先
般
の
日
韓
外
相
会
談
で
は 

前
原
外
相
か
ら 

今
遺
骨
を
探
し

て
い
ま
す  

も
う
少
し
時
間
を
と
言
う
発
言
が
あ
り 

国
レ
ベ
ル
で
の
協
力
体
制
も
整
っ
た
・
・
・
と 

見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す 

今
年
は
二
月
四
日
よ
り
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
御
出
張 

三
月
初
め
御
来
日
と
決
ま
り
ま
し
た 

ゆ
っ
く
り 

先
生
を
囲
み
懇
親
会
を
催
し
た
い
と
思
い
ま
す 

今
回
は 

さ
ぬ
き
倶
楽
部
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
さ
ぬ
き
牛
に
舌
鼓
を
打
ち
乍
ら
・
・
・ 

そ
れ
に
し
て
も 

底
知
れ
ぬ
崔
先
生
の
知
識
に
憧
れ
て
集
ま
る
私
た
ち
で
す
が 

日
本
上
陸
周
辺
を 

詳
し
く
知
ら
な
い
事
に
思
い
当
た
っ
て
い
ま
す 
そ
こ
で 

今
「
自
叙
伝 

崔
書
勉
」
を
執
筆
中
の 

橋
本
明
氏
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
あ
り
ま
し
ょ
う 

そ
の
周
辺
の
お
話
を
伺
お
う
と
存
じ
ま
す
。 

崔
先
生
か
ら
は 

古
い
友
人
に
会
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
と
言
う
メ
セ
ー
ジ
が
ご
ざ
い
ま
し
た 

左
記
の
通
り
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で 

ど
う
ぞ
お
繰
り
合
わ
せ
御
出
席
下
さ
い
ま
せ 
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む
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八
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半
予
定
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七
時
半
よ
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〇
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五
―
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地
下
鉄
南
北
線
・
大
江
戸
線
麻
布
十
番
駅
下
車
二
番
出
口
よ
り
二
分 

 
 

 

会 
 

費  
 

七
千
円 

（
当
日
の
お
取
消
は
ご
容
赦
下
さ
い
） 

ご
出
欠
は
同
封
の
葉
書
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て 

三
月
一
日(

火)

迄
に
お
返
事
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す 

『
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
』
連
絡
先
・
オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内 

寺
田
・
白
村
・
鈴
木 
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ァ
ッ
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四
〇
四
―
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〇
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ご
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